
（7）　　2026年（令和８年）５月１日 第277号あ か し 市 議 会 だ よ り

議 
会 

報 

告 

会 

を 

開 

催
明
石
市
議
会
で
は
、
市
民
の
意
見
を
把
握
し
、
議
論
や
政
策
立
案
等
に
役
立
て
る
た
め
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
関
係
す
る
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

●
令
和
７
年
度
の
個
人
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
は
、

８
億
円
と
増
え
て
い
る
が
、

市
民
か
ら
他
自
治
体
へ
の

寄
付
額
も
増
え
て
い
る
。

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
広
報
し
て
い
る
。

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社

●
返
礼
品
は
、
明
石
な
ら
で

は
の
コ
ラ
ボ
セ
ッ
ト
等
で

限
定
性
を
高
め
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

神
戸
酒
類
販
売
株
式
会
社

●
賞
味
期
限
の
長
い
缶
商
品

の
提
案
を
継
続
し
て
い
る
。

株
式
会
社
鍵
庄

●
イ
ベ
ン
ト
で
ふ
る
さ
と
納

税
参
画
事
業
者
を
集
め
他

各
自
治
会
の
課
題

●
世
代
継
承
や
若
い
世
代
の

加
入
促
進
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
効
率
化
な
ど
新
た

な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
回
覧
版
の
活
用

●
加
入
促
進
、
安
否
確
認
、

情
報
共
有
の
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
紙
回
覧
と
の
併
用
、

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
の
有

効
活
用
、
会
員
へ
の
丁
寧

な
フ
ォ
ロ
ー
が
成
功
へ
の

鍵
で
あ
る
。

自
治
会
未
加
入
者
や
情
報
弱

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
デ
ジ
タ

ル
化
の
課
題

●
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率

化
と
紙
媒
体
に
よ
る
安
否

確
認
や
直
接
交
流
を
両
立

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
特

市
の
取
り
組
み
と
現
状

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持

	

っ
て
も
ら
う
た
め
、
福
祉

の
し
ご
と
魅
力
発
信
事
業

や
就
職
フ
ェ
ア
、
試
験
費

用
の
助
成
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

	

ャ
ー
試
験
対
策
講
座
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

各
団
体
か
ら
の
意
見

●
物
価
高
騰
に
よ
り
施
設
経

営
が
圧
迫
さ
れ
消
防
設
備

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

も
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら

支
援
を
要
望
す
る
。

●
８
年
度
も
介
護
支
援
専
門

員
継
続
支
援
給
付
金
制
度

を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

●
介
護
職
員
の
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
介
護
職
へ
復

帰
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

行
政
視
察
の
報
告

●
大
分
県
別
府
市
の
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
取
り

組
み
を
参
考
に
景
観
や
安

全
、
騒
音
に
配
慮
し
て
大

蔵
海
岸
活
用
の
可
能
性
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
の
取
り
組
み

●
大
蔵
海
岸
み
ら
い
プ
ロ
ジ

	

ェ
ク
ト
は
、
明
石
駅
前
か

ら
東
外
港
、
大
蔵
海
岸
に

至
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
一
帯
の
回
遊
性
向
上
や

来
訪
者
の
増
加
、
さ
ら
な

る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
寄

与
す
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
て
進
め
て
い
る
。

●
令
和
７
年
10
月
に
設
置
し

た
諮
問
委
員
会
で
有
識
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

府
県
の
人
に
明
石
市
と
返

礼
品
を
周
知
で
き
な
い
か
。

江
井
ヶ
嶋
酒
造
株
式
会
社

●
酒
類
は
子
育
て
施
策
と
親

和
性
が
低
い
印
象
が
あ
り
、

Ｐ
Ｒ
方
法
を
工
夫
し
た
い
。

内
外
ゴ
ム
株
式
会
社

●
返
礼
品
は
軟
式
野
球
ボ
ー

ル
が
７
割
だ
が
、
体
験
型

野
球
普
及
振
興
イ
ベ
ン
ト

も
検
討
し
て
い
る
。

明
石
商
工
会
議
所

●
自
社
商
品
が
返
礼
品
に
な

り
得
る
実
感
が
薄
い
事
業

者
も
多
く
、
周
知
や
提
案

の
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
明
石
観
光
協
会

●
物
価
高
で
日
用
品
が
人
気

な
傾
向
を
踏
ま
え
、
来
訪

に
つ
な
が
る
明
石
フ
ァ
ン

に
未
加
入
者
や
情
報
弱
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
欠
か
さ

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
に
は
会
計
フ
ォ
ー
ム
や

情
報
伝
達
の
仕
組
み
を
自

治
会
に
提
供
す
る
な
ど
、

支
援
の
強
化
を
要
望
す
る
。

会
計
シ
ス
テ
ム

●
自
治
会
事
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
効
率
化
は
、
費
用
負

機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。

●
訪
問
介
護
の
依
頼
が
朝
に

集
中
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
な
い
事
態
が
発

生
し
て
い
る
。

●
質
の
高
い
ケ
ア
を
実
践
す

る
事
業
所
を
評
価
、
公
表

し
、
市
民
が
選
ぶ
基
準
と

し
て
ほ
し
い
。

●
人
材
確
保
や
定
着
に
向
け
、

介
護
職
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

実
態
を
広
報
紙
で
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

●
介
護
人
材
を
取
り
合
う
の

で
は
な
く
、
他
の
地
域
か

ら
来
て
も
ら
え
る
仕
掛
け

を
講
じ
て
ほ
し
い
。

●
市
内
事
業
所
に
市
が
把
握

す
る
介
護
人
材
を
紹
介
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き

が
ら
大
蔵
海
岸
の
魅
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

検
討
す
る
。

各
団
体
か
ら
の
意
見

●
ト
イ
レ
の
整
備
、
更
衣
室

や
常
設
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、

宿
泊
施
設
の
増
設
、
熱
中

症
対
策
な
ど
を
要
望
す
る
。

●
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や

カ
フ
ェ
な
ど
が
あ
れ
ば
、

　
令
和
８
年
１
月
20
日
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
テ
ー
マ
に

関
係
企
業
・
団
体
の
計
13
人

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
明
石
市
の
個
人

版
お
よ
び
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
後
、
関
係
団
体
か
ら
現
状

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
今

後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
11
月
17
日
に
、

自
治
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
お
よ
び
加
入
促
進
の
取
り

組
み
を
テ
ー
マ
に
自
治
会
５

団
体
の
計
９
人
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
他
都
市
の
事
例

報
告
を
行
っ
た
後
、
各
自
治

会
か
ら
現
状
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
今
後
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
11
月
25
日
に
、

介
護
業
界
に
お
け
る
諸
課
題

を
テ
ー
マ
に
関
係
団
体
の
計

９
人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
人
材
確
保
と
定

着
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
後
、
関
係
団
体

か
ら
現
状
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
14
日
に
、

大
蔵
海
岸
公
園
の
魅
力
向
上

を
テ
ー
マ
に
関
係
団
体
の
計

６
人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
行
政
視
察
の
内

容
や
取
り
組
み
状
況
の
報
告

を
行
っ
た
後
、
関
係
団
体
か

ら
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

獲
得
施
策
を
検
討
し
た
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

●
体
験
型
返
礼
品
は
釣
り
船

へ
の
乗
船
等
、
明
石
な
ら

で
は
の
価
値
を
強
化
す
べ

き
で
あ
る
。

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

吹
奏
楽
部
の
楽
器
や
保
育

施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

な
ど
に
活
用
で
き
な
い
か
。

担
と
高
齢
者
対
応
の
両
立

が
焦
点
で
あ
る
。

そ
の
他
の
課
題

●
外
国
人
住
民
の
増
加
に
伴

い
、
分
別
な
ど
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
の
周
知
が
課
題

で
あ
る
。
自
治
会
ご
と
に

工
夫
し
て
お
り
、
多
言
語

対
応
の
看
板
や
案
内
、
当

番
制
な
ど
地
域
の
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

●
自
治
会
館
は
、
地
域
の
基

盤
的
公
共
施
設
だ
が
、
老

朽
化
と
耐
震
性
不
足
、
財

政
負
担
が
限
界
に
近
い
。

市
は
施
設
整
備
に
関
す
る

助
成
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
維
持
・
建
て

替
え
の
方
向
性
を
明
確
に

提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
い
か
。

●
地
域
福
祉
計
画
等
に
介
護

支
援
専
門
員
が
参
画
す
れ

ば
現
状
の
課
題
が
市
民
に

反
映
さ
れ
る
と
考
え
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事

で
は
な
い
法
定
外
業
務
を

市
が
カ
バ
ー
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

利
用
者
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ー
チ
ス
ポ

	

ー
ツ
を
一
斉
に
開
催
す
る

こ
と
で
大
蔵
海
岸
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
な
い
か
。

●
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を

促
し
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
や

週
末
を
過
ご
す
場
所
と
し

て
の
文
化
育
成
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

●
市
民
か
ら
熱
中
症
対
策
用

の
日
よ
け
が
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
る
が
、
海
風
で

飛
ば
さ
れ
る
危
険
性
や
景

観
の
悪
化
を
懸
念
す
る
声

が
あ
り
、
多
様
な
意
見
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ふるさと納税

大蔵海岸公園の魅力向上

アサヒ飲料株式会社
神戸酒類販売株式会社
株式会社鍵庄

江井ヶ嶋酒造株式会社
内外ゴム株式会社
明石商工会議所

一般社団法人明石観光協会
レッドホースコーポレーション株式会社

×
総務常任委員会

明石アレイア（ビーチサッカー）
明石国際アクアスロン大会実行委員会
フレスコボール明石ＧＰＡ

神戸学院大学女子バレーボール部
×

建設企業常任委員会

自治会におけるデジタル化
および加入促進の取り組み

朝霧台自治会
藤が丘自治会

西明石町連合自治会
浜西自治会
西二見自治会

×
生活文化常任委員会

多様な返礼品を用意福祉の人材確保と定着へ

ビーチスポーツ大会が多く開かれる大蔵海岸 自治会活動の本質は人と人とのつながり

介護業界における諸課題
医療法人社団なごみ会あさぎりむつみ荘
社会福祉法人三幸福祉会清華苑
社会福祉法人明石恵泉福祉会

×
文教厚生常任委員会




